










 

衣衣服服のの素素材材別別のの通通気気性性

高橋瑞希 福井雄喜 篠原渉真

１１．．研研究究のの背背景景とと目目的的

どのような素材の衣服が一番風を通さないのか、さまざまな実験を行って検証する

２２．．方方法法

ロロウウソソククにに火火ををつつけけ、、そそれれにに扇扇風風機機のの風風（（風風速速 ㎞㎞／／ｈｈ））当当ててるる。。ロロウウソソククとと扇扇風風機機のの間間にに、、風風

①①をを隔隔ててるるももののととししててささままざざままなな素素材材をを入入れれるる。。そそししてて、、大大ままかかなな素素材材ごごととのの通通気気性性のの大大小小をを比比べべ

るる。。

②②光光学学顕顕微微鏡鏡（（倍倍率率 倍倍））をを使使っってて、、そそれれぞぞれれのの素素材材のの繊繊維維のの隙隙間間をを観観察察しし、、大大ままかかななそそれれぞぞれれ

のの素素材材のの繊繊維維のの大大ききささをを比比べべるる。。

③③電電子子顕顕微微鏡鏡（（倍倍率率 倍倍））をを使使っってて、、そそれれぞぞれれのの素素材材のの繊繊維維のの隙隙間間をを観観察察しし、、そそのの大大ききささをを比比べべ

るる。。

④④電電子子顕顕微微鏡鏡でで観観察察ししたたそそれれぞぞれれのの素素材材のの繊繊維維のの画画像像をを紙紙にに印印刷刷ししてて、、「「『『画画像像全全体体のの面面積積』』ーー『『繊繊

維維のの隙隙間間のの部部分分のの面面積積（（近近似似値値））』』＝＝『『繊繊維維がが密密ににななっってていいるる部部分分のの面面積積』』」」とといいうう考考ええかからら、、そそれれ

ぞぞれれのの素素材材のの繊繊維維のの密密度度のの大大小小をを、、数数値値でで比比べべるる。。

３３．．結結果果 考考察察

（（①①のの結結果果）） （（②②のの結結果果））

ポポリリエエスステテルル ５５ｃｃｍｍ ポポリリエエスステテルル→→ココッットトンン→→ウウーールルのの順順にに隙隙間間大大

ココッットトンン ↓↓よよっってて

ウウーールル ポポリリエエスステテルル→→ココッットトンン→→ウウーールル

のの順順にに通通気気性性大大

（（③③のの結結果果）） （（④④のの結結果果））

ポポリリエエスステテルル→→ココッットトンン→→ウウーールルのの順順にに 画画像像全全体体のの面面積積はは ㎠㎠かからら、、そそれれぞぞれれのの素素

隙隙間間大大 材材のの繊繊維維のの隙隙間間のの面面積積をを引引くくとと、、

↓↓よよっってて ・・ポポリリエエスステテルル：： ーー ＝＝ ㎠㎠

ポポリリエエスステテルル→→ココッットトンン→→ウウーールル ・・ココッットトンン：： ーー ＝＝ ㎠㎠

のの順順にに通通気気性性大大 ・・ウウーールル：： －－ ＝＝ ㎠㎠

４４．．結結論論

通通気気性性のの大大ききささはは、、ポポリリエエスステテルル→→ココッットトンン→→ウウーールルのの順順にに大大ききくくななるる

５５．．参参考考文文献献

６６．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

充充実実ししたた研研究究ががででききままししたた

ここのの結結論論ををささららにに確確実実なな結結論論付付けけととななるるよよううなな実実験験がが今今後後出出来来たたららいいいいななとと思思っったた
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衣
服
の
素
材
別
の
通
気
性

A3
2

【
研
究
背
景
】

ど
の
よ
う
な
素
材
の
衣
服
が
一
番
風
を
通
さ
な
い
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を
行
っ
て

検
証
す
る
。

【
実
験
方
法
】

①
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
つ
け
、
そ
れ
に
扇
風
機
の
風
（
風
速

10
㎞
／
ｈ
）
当
て
る
。
ロ
ウ
ソ
ク
と
扇
風
機
の

間
に
、
風
を
隔
て
る
も
の
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
を
入
れ
る
。
そ
し
て
、
大
ま
か
な
素
材
ご
と
の
通
気

性
の
大
小
を
比
べ
る
。

②
光
学
顕
微
鏡
（
倍
率

15
0倍

）
を
使
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
の
繊
維
の
隙
間
を
観
察
し
、
大
ま
か
な

そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
の
繊
維
の
大
き
さ
を
比
べ
る
。

③
電
子
顕
微
鏡
（
倍
率

15
0倍

）
を
使
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
の
繊
維
の
隙
間
を
観
察
し
、
そ
の
大
き

さ
を
比
べ
る
。

④
電
子
顕
微
鏡
で
観
察
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
の
繊
維
の
画
像
を
紙
に
印
刷
し
て
、
「
『
画
像
全
体
の
面

積
』
ー
『
繊
維
の
隙
間
の
部
分
の
面
積
（
近
似
値
）
』
＝
『
繊
維
が
密
に
な
っ
て
い
る
部
分
の
面
積
』
」

と
い
う
考
え
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
の
繊
維
の
密
度
の
大
小
を
、
数
値
で
比
べ
る
。

【
実
験
結
果
・
考
察
】

（
①
の
結
果
）

（
②
の
結
果
）
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さ
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献
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ポポイインンセセチチアアのの赤赤いい部部分分っってて何何？？

永井涼花 山脇百加 宮田咲良

抄抄録録

ポインセチアの苞葉とは一体どのような部位であるのかを調べるために、電子顕微鏡で表面を観

察し、葉の色素を抽出しました。

１１．．研研究究のの背背景景とと目目的的

班員が育てていたポインセチアの苞葉が赤から緑に変化してしまった。そこから苞葉と普通の緑葉

の違いが気になったので調べようと考えた。

２２．．方方法法

＜実験Ⅰ＞

ポインセチアの苞葉と緑葉を用意し、電子顕微鏡で裏表をそれぞれ観察する。

＜実験Ⅱ＞

苞葉と緑葉とその中間の葉の色素を抽出する。抽出液は以下の２通り

水 赤色素抽出用

ジエチルエーテル 緑色素抽出用

３３．．結結果果

電電子子顕顕微微鏡鏡でで見見ててみみるるとと苞苞葉葉のの裏裏側側よよりりもも、、緑緑葉葉のの裏裏側側のの方方がが気気孔孔のの数数がが多多くく、、組組織織のの構構造造もも

違違っったた。。赤赤いい苞苞葉葉ににはは少少しし緑緑色色素素ははああっったたがが、、緑緑葉葉ににはは赤赤色色素素はは無無かかっったた。。

４４．．考考察察

実実験験かからら気気孔孔のの数数がが苞苞葉葉のの方方がが少少なないいののはは緑緑葉葉がが苞苞葉葉ににななるるとと光光合合成成能能力力がが退退化化すするるここととをを意意

味味すするるとと思思っったた。。

５５．．結結論論

葉と苞葉は見た目は似ているが構造的には違い、葉が退化したものと考えられる。

６６．．参参考考文文献献

７７．．キキーーワワーードド

苞葉 緑葉 ポインセチア

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

身身近近ななととこころろでで感感じじたた疑疑問問をを班班のの仲仲間間とと協協力力ししてて調調べべるるここととががででききままししたた。。実実験験のの結結果果かからら考考察察

すするるここととがが難難ししかかっったたでですす。。二二年年間間をを通通ししてて結結果果をを予予測測ししななががらら実実験験のの計計画画をを立立ててたたりりすするるここととがが

ででききるるよよううににななりりままししたた。。
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ポポイインンセセチチアアのの赤赤いい部部分分っってて何何？？

永井涼花 山脇百加 宮田咲良

抄抄録録
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海海藻藻をを効効率率よよくく養養殖殖ししよようう

村田 晴太 林 直希 村瀬 大翔

抄抄録録

色の違う様々な海藻を薄層クロマトグラフィーしてどのような光合成色素が含まれているのかを調べる。さ

らにその結果から、どの色の光を多く吸収しているのかを調べ、効率よく育てられる光の色を調べる。 

１１．．研研究究のの背背景景とと目目的的

どの光合成色素が含まれているのか、その光合成色素は何色の光を多く吸収するのかを調べ、ど

のようにすれば、効率よく育てられるのかを調べる。

２２．．方方法法

コンブ、ヒジキ、ワカメを薄層クロマトグラフィー、し、吸収しやすい色を調べる。

３３．．結結果果

ワカメ                                コンブ                              ヒジキ  

４４．．考考察察  

ワカメ、コンブは青色の光を吸収する光合成色素を多く含むので、水深 3 メートルより深い場所、ヒジキ

は紫色の光を吸収する光合成色素を多く含むので、水深３メートルより浅い場所でそだてればよいとわか

った。 

５５．．結結論論

見た目の色は異なるけれど、含まれている光合成色素の働きは同じであることが分かった。

６６．．参参考考文文献献

www.hiroshima-u.ac.jp 

７７．．キキーーワワーードド

光合成色素 薄層クロマトグラフィー

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

僕たちは、この研究を通して多くの実験を行ってきました。自分たちで研究内容を決めることから始まりま

した。生物の授業でならったことを実験を通して体験することができました。これからの授業でならったことも

実生活で生かせるかどうか考えながら勉強したいと思います。 
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見見ええなないい色色をを見見つつけけたたいい

石川ももか 原田莉々花 森有里沙 三木すみれ

抄抄録録

ペペーーパパーーククロロママトトググララフフィィーーでで食食材材にに含含ままれれるる色色素素のの種種類類をを調調べべたた。。ままたた、、似似てていいるる食食材材にに含含まま

れれるる色色素素のの相相違違点点をを考考察察ししたた。。

１１．．研研究究のの背背景景とと目目的的

生物の授業で色素抽出を学んだ際、私たちが見ている色、すなわち「見える色」は色素としてみた

色、すなわち「見えない色」に見えるのかという疑問を持った。そこで、今回の実験では、同じ色の

食材であるオレンジ・みかん、そしてわかめ・昆布について比較しながら実験を行った。

２２．．方方法法

ペーパークロマトグラフィーを用いて実験を行った。すり潰した試料を遠心分離し、薄層クロマ

トグラフィーに染み込ませ、溶媒前線までの距離を測定して、 値から色素を特定した。

３３．．結結果果

オレンジ・みかんには共にβカロテン・ルテイン・ネオキサンチンの三種類の色素が下のような

割合で含まれていた。また、わかめと昆布にはクロロフィルα・クロロフィルβ・ルテイン・ネオ

キサンチン・ビオラキサンチン・フェオフィチン の六種類の色素が下のような割合で含まれてい

た。どちらも割合は異なるが、構成色素はほぼ同じであった。

４４．．考考察察

わかめや昆布に黄色の色素が含まれているのに褐色に見える理由は、海の中では赤、橙、紫などの

色は水深の浅い所で吸収する為、わかめや昆布は黄色、緑の光を吸収するからである。みかん、オレ

ンジについては色素は同じだが、βクリプトキサンチンの量に差があるためオレンジのほうが濃く

見える。

５５．．結結論論

ブドウとマスカット、ピーマンとパプリカ等他の食品でも色素を比較する実験をして、全く違う

色素構成の食品がないか探してみたい。

６６．．参参考考文文献献

サイエンスビュー生物総合資料/実教出版 

７７．．キキーーワワーードド

色素

ペーパークロマトグラフィー

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

生物の授業で学んだことを生かして、自分たちの身の回りの疑問を実験方法から考察まで全て自分たち

の手で行えたのが非常に有意義な経験だと感じた。 

 

◎わかめ・昆布◎ ◎オレンジ・みかん◎ 
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６６．．参参考考文文献献

サイエンスビュー生物総合資料/実教出版 

７７．．キキーーワワーードド

色素

ペーパークロマトグラフィー

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

生物の授業で学んだことを生かして、自分たちの身の回りの疑問を実験方法から考察まで全て自分たち

の手で行えたのが非常に有意義な経験だと感じた。 
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5
生
物

生
物
の
授
業
で
色
素
抽
出
を
学
ん
だ
際
、
私
た
ち
が
見
て
い
る
色
は
色
素
で
見
て
も
そ

の
色
な
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
を
持
っ
た
。
今
回
の
実
験
で
は
、
同
じ
色
の
食
材
で
あ
る

オ
レ
ン
ジ
・
み
か
ん
、
わ
か
め
・
昆
布
で
比
較
し
て
実
験
し
た
。

▶
実
験
方
法
・
結
果

①
試
料
を
入
れ
す
り
潰
し
ジ
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
に
入
れ
遠
心
分
離
す
る

②
上
澄
液
を
薄
層
プ
レ
ー
ト
の
原
点
に
付
着
さ
せ
る

③
薄
層
プ
レ
ー
ト
を
展
開
槽
に
入
れ
、
展
開
液
を
吸
い
上
げ
さ
せ
る
。

④
プ
レ
ー
ト
を
展
開
槽
か
ら
引
き
出
し
、
溶
液
前
線
と
各
色
素
を
記
録
す
る
。

◎
オ
レ
ン
ジ
・
み
か
ん
◎

◎
わ
か
め
・
昆
布
◎

▶
考
察

オ
レ
ン
ジ
と
み
か
ん
は
見
た
ま
ま
の
黄
色
色
素
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
わ
か

め
と
昆
布
に
は
緑
以
外
に
黄
色
色
素
も
含
ん
で
い
た
。
ま
た
、
各
食
材
間
で
の

色
素
差
は
ほ
ぼ
無
か
っ
た
。

▶
参
考
文
献

サ
イ
エ
ン
ス
ビ
ュ
ー
生
物
総
合
資
料
/実
教
出
版
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おおいいししいいフフルルーーツツをを食食べべたたいい！！
曽田菜々美 中村芽生 疋田瑚乃 竹生圭希

抄抄録録

揉むことによるフルーツの甘さの変化を調べるために、糖度と酸度を測った。

１１．．研研究究のの背背景景とと目目的的

「みかんをもむと甘くなる」という説の真偽をフルーツのメカニズムを通して確かめ、ほかのフル

ーツでも通用するかを調べる。

２２．．方方法法

みかん、りんご、かき、キウイで以下の つの手順で行う

① 糖度計でフルーツの糖度を測る

② フルーツを回数に分けてもむ

③ ②の糖度と酸度 を測る

３３．．結結果果

・みかん：㏗が大きくなって、糖度が上がった→甘くなった

・りんご：㏗が大きくなって、糖度が上がった→甘くなった

・かき：変化なし

・キウイ：変化なし

４４．．考考察察

みかんとりんごは揉んだら甘くなった→甘くなるメカニズムは同じ

かきとキウイは揉んでも甘くならなかった→甘くなるメカニズムはみかん、りんごと違う

５５．．結結論論

みかんを揉むと甘くなる説→証明された

おいしく食べる方法→フルーツごとに違う

これらのことから、そのフルーツにあったメカニズムを調べることで、いつでもどこでもおいし

いフルーツが食べられる。

６６．．参参考考文文献献

伊藤農園

７７．．キキーーワワーードド

㏗…水溶液（今回は果汁）の性質（酸性、アルカリ性）の程度を表す単位

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

普段の生活の身近な事柄の中から「そういえばこれってどうしてだろう？」と思うことをピック

アップし、様々な方法で研究をやりきることで探求心を深め、視野を広げることができた。さらに視

野が広がったことで新たに湧き上がってきた別の疑問への好奇心が高まったと感じた。

研究をしていくうえで多くのミスや失敗にぶつかったこともあったが、やり方や考え方を変えて

みたりしてなんとか研究を終えることができたことに達成感を得ている。
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【
実
験
方
法
】

①
糖
度
計
で
フ
ル
ー
ツ
の
糖
度
を
測
る

②
フ
ル
ー
ツ
を
回
数
に
分
け
て
も
む

③
②
の
糖
度
と
酸
度

(p
H)

 を
測
る

◎
み
か
ん

【
実
験
結
果
】

つ
ま
り

『
pH
が
大
き
く
な
れ
ば
、
糖
度
が
上
が
る
』

傷
を
修
復

ク
エ
ン
酸
の

消
費

酸
味
が
軽
減

甘
く
感
じ
る
！

み
か
ん
を

も
む

【
目
的
】

「
み
か
ん
を
も
む
と
甘
く
な
る
」
と
い
う
説
の
真

偽
を
フ
ル
ー
ツ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
し
て
確
か
め
、

ほ
か
の
フ
ル
ー
ツ
で
も
通
用
す
る
か
を
調
べ
る
。

・
pH
が
大
き
く
な
っ
て
、
糖
度
が
上
が
っ
た

⇒
甘
く
な
っ
て
い
る
！
！

🔎🔎
み
か
ん
を
も
む
と
甘
く
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
？

【
調
査
】

◎
リ
ン
ゴ

・
pH
が
大
き
く
な
っ
て
、
糖
度
が
上
が
っ
た

⇒
甘
く
な
っ
て
い
る
！
！

柿
と
キ
ウ
イ
は
も
む
前
と

も
ん
だ
後
の
計
測
値
に
変
化

が
な
か
っ
た
。

【
結
果
】

・
も
ん
だ
ら
甘
く
な
っ
た

・
も
ん
で
甘
く
な
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
み
か
ん
と
リ
ン
ゴ
で
等
し

い

・
も
ん
で
も
甘
く
な
ら
な
か
っ
た

・
も
ん
で
甘
く
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
み
か
ん
と
リ
ン
ゴ
と
は
違
う

【
考
察
・
今
後
の
展
望
】

み
か
ん
を
も
む
と
甘
く
な
る
説
は
証
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おお肉肉をを柔柔ららかかくくすするるににはは？？

一色真衣 長坂衣織

抄抄録録

豚肉を各食材の酵素液につけて、その前後で肉の高さを測り、どの食材にタンパク質分解酵素が

多く含まれているかを調べ、考えた。

１１．．研研究究のの背背景景とと目目的的

私たちは、お肉を柔らかくする方法について研究している。日常生活でお肉料理を作るとき、どの

ようにしたらお肉が柔らかくなるか気になり実験を行った。

２２．．方方法法

＜実験１＞

① 食材 ｇをミキサーですりおろし、水を加え、酵素液を作る。

② キューブ状に切った豚肉を下敷きに挟み、おもり ｇの鉄 をのせて豚肉の高さを測る。

③ 豚肉を酵素液に一定時間付け、②と同様に豚肉の高さを測る。

④ 高さの変化量を調べる。

＜実験２＞

食材を果物に限定して酵素液を作り、＜実験１＞と同じ方法で実験を行う。

３３．．結結果果

＜＜実実験験１１＞＞

食食材材 水水 パパイインン ママイイタタケケ キキウウイイ シショョウウガガ 玉玉ねねぎぎ

平平均均 ㎝㎝ ‐‐ ‐‐ ‐‐ ‐‐ ‐‐ ‐‐

順順位位

＜＜実実験験２２＞＞

食食材材 水水 ススイイカカ リリンンゴゴ キキウウイイ ミミカカンン モモモモ パパイインン パパパパイイヤヤ ググレレーーププ

フフルルーーツツ

平平均均 ㎝㎝ ‐‐ ‐‐ ――

順順位位

４４．．考考察察

キウイ、パイン、ショウガの酵素液につけたお肉が最も高さの変化量が大きかった。

５５．．結結論論

キウイ、パイン、ショウガにタンパク質分解酵素が多く含まれていると考えられ、お肉を柔らか

くさせやすいと思われる。

６６．．参参考考文文献献

https://www.city.chiba.jp/kyoiku/gakkokyoiku/kyoikushido/documents/022syoukakousonokenkyu.pdf 
７７．．キキーーワワーードド

タンパク質分解酵素

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

私たちの班は実験方法を考えるのに多くの時間を費やしました。この研究を通して、実験方法を

自分たちで１から考え、実際に実験を行うことの難しさを知ることができました。上手くいかなか

ったときは、その原因を考えて試行錯誤し、修正していく力をつけることができたと思います。この

年間で得たものを大学での実験でも活かしていきたいです。

− 86 −



 

おお肉肉をを柔柔ららかかくくすするるににはは？？

一色真衣 長坂衣織

抄抄録録

豚肉を各食材の酵素液につけて、その前後で肉の高さを測り、どの食材にタンパク質分解酵素が

多く含まれているかを調べ、考えた。

１１．．研研究究のの背背景景とと目目的的

私たちは、お肉を柔らかくする方法について研究している。日常生活でお肉料理を作るとき、どの

ようにしたらお肉が柔らかくなるか気になり実験を行った。

２２．．方方法法

＜実験１＞

① 食材 ｇをミキサーですりおろし、水を加え、酵素液を作る。

② キューブ状に切った豚肉を下敷きに挟み、おもり ｇの鉄 をのせて豚肉の高さを測る。

③ 豚肉を酵素液に一定時間付け、②と同様に豚肉の高さを測る。

④ 高さの変化量を調べる。

＜実験２＞

食材を果物に限定して酵素液を作り、＜実験１＞と同じ方法で実験を行う。

３３．．結結果果

＜＜実実験験１１＞＞

食食材材 水水 パパイインン ママイイタタケケ キキウウイイ シショョウウガガ 玉玉ねねぎぎ

平平均均 ㎝㎝ ‐‐ ‐‐ ‐‐ ‐‐ ‐‐ ‐‐

順順位位

＜＜実実験験２２＞＞

食食材材 水水 ススイイカカ リリンンゴゴ キキウウイイ ミミカカンン モモモモ パパイインン パパパパイイヤヤ ググレレーーププ

フフルルーーツツ

平平均均 ㎝㎝ ‐‐ ‐‐ ――

順順位位

４４．．考考察察

キウイ、パイン、ショウガの酵素液につけたお肉が最も高さの変化量が大きかった。

５５．．結結論論

キウイ、パイン、ショウガにタンパク質分解酵素が多く含まれていると考えられ、お肉を柔らか

くさせやすいと思われる。

６６．．参参考考文文献献

https://www.city.chiba.jp/kyoiku/gakkokyoiku/kyoikushido/documents/022syoukakousonokenkyu.pdf 
７７．．キキーーワワーードド

タンパク質分解酵素

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

私たちの班は実験方法を考えるのに多くの時間を費やしました。この研究を通して、実験方法を

自分たちで１から考え、実際に実験を行うことの難しさを知ることができました。上手くいかなか

ったときは、その原因を考えて試行錯誤し、修正していく力をつけることができたと思います。この

年間で得たものを大学での実験でも活かしていきたいです。

H
ow

to
so

ft
en

th
e

m
ea

t 
?

～
A

b
ou

t
p
ro

te
in

as
e～

① ② ③

②

０
０

０

０

！
！
😊😊😊😊

♡

お
肉
を
柔
ら
か
く
す
る
に
は
？

～
タ
ン
パ
ク
質
分
解
酵
素
に
つ
い
て
～

動
機

ど
の
食
材
が
お
肉
を
柔
ら
か
く
す
る
か
知
り
た
か
っ
た
か
ら

方
法

①
食
材

を
ミ
キ
サ
ー
で
す
り
お
ろ
し
、
水
を
加
え
、
酵
素
液
を
作
る

②
キ
ュ
ー
ブ
上
に
切
っ
た
豚
肉
を
下
敷
き
に
挟
み
、
お
も
り

の
鉄

を
の
せ
る

③
豚
肉
を
酵
素
液
に
一
定
時
間
付
け
、
②
と
同
様
に
高
さ
を
測
る

結
果

水
パ
イ
ン

マ
イ
タ
ケ

キ
ウ
イ

シ
ョ
ウ
ガ

タ
マ
ネ
ギ

回
目

時
間
後

回
目

時
間
後

回
目

時
間
後

平
均

順
位

１

考
察

今
後
の
展
望

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
キ
ウ
イ
と
シ
ョ
ウ
ガ
が
タ
ン
パ
ク
質
分
解
酵
素
が

多
く
、
お
肉
を
柔
ら
か
く
す
る
能
力
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

パ
イ
ン
と
キ
ウ
イ
は
比
較
的
タ
ン
パ
ク
質
分
解
酵
素
が
多
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
他
の
果
物
も
調
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

参
考
文
献

− 87 −



 
ややっっぱぱ、、痩痩せせたたいい。。～～ダダイイエエッッタターーにによよるるヘヘルルシシーーななチチーーズズのの作作りり方方～～

佐野楓有加 土田小鈴 西悠月

抄抄録録

牛牛乳乳・・豆豆乳乳・・ヨヨーーググルルトトかかららチチーーズズをを作作りり、、そそれれぞぞれれののチチーーズズにに含含ままれれるる糖糖度度をを比比べべ、、ヘヘルルシシーーなな

チチーーズズににななっってていいるるかか調調べべるる。。

１１．．研研究究のの背背景景とと目目的的

ダイエット中でも食事を楽しむために市販のチーズよりも低カロリーでヘルシーなチーズを自分

たちでつくりたいと思ったから。

２２．．方方法法

原原料料をを沸沸騰騰直直前前ままでで温温めめ、、火火をを止止めめてて酢酢をを入入れれるる。。そそれれををかかきき混混ぜぜてて液液体体とと固固体体にに分分離離ささせせ、、キキッッ

チチンンペペーーパパーーをを敷敷いいたたざざるるににいいれれててここすす。。糖糖度度計計をを用用いいてて①①原原料料②②原原料料＋＋酢酢③③ホホエエーー④④チチーーズズのの糖糖

度度をを測測定定すするる。。

３３．．結結果果

糖糖度度①①牛牛乳乳……１１３３③③牛牛乳乳ののホホエエーー……７７④④牛牛乳乳ののチチーーズズ：：水水＝＝３３：：３３……３３，，３３：：５５……２２，，

３３：：７７……１１．．５５，，３３：：１１００……１１．．５５

①① ヨヨーーググルルトト……８８②②ヨヨーーググルルトト＋＋酢酢……８８③③ヨヨーーググルルトトののホホエエーー……８８④④ヨヨーーググルルトトののチチーーズズ：：水水＝＝

３３：：３３……４４，，３３：：５５……３３，，３３：：７７……２２，，３３：：１１００……１１．．５５

①① 豆豆乳乳……１１１１②②豆豆乳乳＋＋酢酢……３３③③豆豆乳乳ののホホエエーー……３３．．５５④④豆豆乳乳ののチチーーズズ：：水水＝＝３３：：３３……２２，，３３：：５５

……１１．．５５，，３３：：７７……１１，，３３：：１１００……１１

４４．．考考察察

原原料料ととチチーーズズのの糖糖度度をを比比べべるるととチチーーズズのの糖糖度度ののほほううがが低低くくななっってておおりり、、ままたたホホエエーーのの糖糖度度ははチチーーズズ

のの糖糖度度よよりりもも高高かかっったたたためめチチーーズズをを作作るる際際ににホホエエーーののほほううにに糖糖質質がが多多くくここししだださされれたたとと考考ええらられれるる。。

５５．．結結論論

ヨヨーーググルルトトのの数数値値ががううままくく算算出出すするるここととががででききななかかっったたののでで、、ももうう一一度度何何回回かかややりり直直ししてて平平均均値値をを

取取りりたたいい。。

６６．．参参考考文文献献

７７．．キキーーワワーードド

糖度…糖分が食品などに含まれる割合を百分率で表したもの。水に溶け込んでいる固形分の濃度。

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

今今回回私私たたちちははチチーーズズだだけけをを作作っっててみみたたがが、、チチーーズズのの力力だだけけでではは限限界界ががああるるととここのの研研究究をを通通ししててわわかか

っったたののでで全全体体的的なな食食事事をを見見直直すすべべききだだとと思思っったた。。
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や
っ
ぱ
、
痩
せ
た
い
。

ダ
イ
エ
ッ
タ
ー
に
よ
る
ヘ
ル
シ
ー
な
チ
ー
ズ
の
作
り
方

佐
野
楓
有
加
・
土
田
小
鈴
・
西
悠
月

部
活
を
引
退
し
、
運
動
を
す
る
機
会
が
減
り
、
体
重
増
加
の
未
来
が
見
え

て
い
る
も
の
の
、
あ
ふ
れ
出
る
食
欲
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
に
な
い

の
で
食
べ
て
も
太
り
に
く
い
も
の
を
作
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
食
べ
物
の
中
で
も
太
り
や
す
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
チ
ー
ズ
を
ヘ
ル

シ
ー
に
食
べ
た
い
と
考
え
、
研
究
を
行
っ
た
。

動
機

研
究

方
法

原
料
を
沸
騰
直
前
ま
で
温
め
、
火
を
止
め
て
酢
を
入
れ
た
あ
と
か
き
混

ぜ
て
固
体
と
液
体
に
分
離
さ
れ
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
敷
い
た
ざ
る
に

入
れ
て
こ
す
。
糖
度
計
を
用
い
て
糖
度
を
測
定
す
る
。
ま
た
ズ
ダ
ン
Ⅲ

で
脂
質
の
量
を
色
の
変
化
に
よ
っ
て
調
べ
る
。
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原
料
＋
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ホ
エ
イ

チ
ー
ズ

糖
度
の
変
化

牛
乳

豆
乳

ヨ
ー
グ
ル
ト

考
察

原
料
と
チ
ー
ズ
の
糖
度
を
比
べ
る
と
チ
ー
ズ
の
糖
度
の
ほ
う
が
低
く
な
っ

て
お
り
、
ホ
エ
ー
に
も
糖
度
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
糖
度
の
低
い

チ
ー
ズ
が
作
ら
れ
た
と
い
え
る
。

今
後
の

展
望

ヨ
ー
グ
ル
ト
の
数
値
が
う
ま
く
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

も
う
一
度
何
回
か
や
り
直
し
て
平
均
値
を
と
る
。

ズ
ダ
ン
Ⅲ
を
使
用
し
た
際
、
露
呈
し
た
色
が
ズ
ダ
ン
Ⅲ
に
よ
る
も
の
か

わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
含
ま
れ
て
い
る
脂
肪
の
量
が
わ
か
る
も
の
に
ズ

ダ
ン
Ⅲ
を
使
用
し
て
色
を
比
較
す
る
。
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手手作作りり肥肥料料 ララデディィッッシシュュをを育育ててててみみたた☆☆

田邊来 宮島華歩 竹内裕菜

抄抄録録

様々な手作り肥料を土に混ぜ、植物の成長を比較する。

研研究究のの背背景景とと目目的的

生ごみを肥料として使って有効活用するため。

野菜の皮などにはたくさん栄養が含まれていると聞くので、野菜くずで作った肥料が一番いいと考

えた。

２２．．方方法法

実験① 
大穴の土に三種類の生ごみを混ぜて、肥料を作った。①野菜くず・芯 
②卵の殻 
③出汁パックの中身 
④普通の土 
実験② 
これらを混ぜた土に、ラディッシュの種をまき、三週間育てた 
みどりくん(土壌調査キット)を用いて、実験①で作った①から④の土の成分を調査した。 

３３．．結結果果

実験①の結果

ラディッシュの伸び ㎝

① ② ③ ④

実験②の結果

右図

４４．．考考察察

“①野菜くず・芯を含む土→④普通の土→②卵の殻を含む土→③出汁パックの中身を含む土”の順番

に植物がよく成長したので、野菜くず・芯が持つ成分が植物の成長の促進に関係していると考察す

る。いい土壌の基準から外れている成分の個数と植物のこの順番は対応している。普通の土と野菜

くず・芯を含む土との一番の大きな違いは、硝酸態窒素の濃度であるが、どちらとも基準と離れて

いるので、基準より多い方がいいと考えた。 

５５．．結結論論

野菜くず・芯の中の何の成分が植物の成長に一番関わっているかを調べたい。

土の成分を操作するにはどうしたらいいか考えたい。

６６．．参参考考文文献献

７７．．キキーーワワーードド

野菜くず・芯 みどりくん リン酸 カリウム 硝酸態窒素

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

結果を評価するときに様々な視点から研究したのでより信憑性の高い結果を得ることができた。
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土の成分を操作するにはどうしたらいいか考えたい。
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手手
作作
りり
肥肥
料料

ララ
デデ
ィィ
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シシ
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をを
育育
てて
てて
みみ
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研
究
目
的

仮
説

生
ご
み
を
肥
料
と
し
て
使
っ
て
有
効
活
用
す
る
た
め

野
菜
の
皮
な
ど
に
は
た
く
さ
ん
栄
養
が
含
ま
れ
て
い
る
と
聞
く
の
で
、
野
菜

く
ず
で
作
っ
た
肥
料
が
一
番
良
い
と
考
え
た

大
穴
の
土

卵
の
殻

野
菜
く
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・
芯

出
汁
パ
ッ
ク

み
ど
り
く
ん
を
用
い
た
土
壌
調
査
結
果

リ
ン
酸

カ
リ
ウ
ム

硝
酸
態
窒
素

【
実
験
１
】

大
穴
の
土
に
三
種
類
の
生
ご
み
３
週
間
育
て
る
。

①
野
菜
の
く
ず
、
芯

②
卵
の
殻

③
出
汁
パ
ッ
ク
の
中
身

④
普
通
の
土

【
結
果
１
】

ハ
ツ
カ
ダ
イ
コ
ン
の
伸
び

㎝
）

①
②

③
④

【
実
験
２
】

み
ど
り
く
ん
（
土
壌
調
査
キ
ッ
ト
）
を
用
い
て

実
験
１
で
用
い
た
①

③
の
土
と
大
穴
の
土
の

成
分
を
調
査
し
た
。

【
結
果
２
】

右
図

田
邊
来

竹
内
裕
菜

宮
島
華
歩

【
考
察
】

“野
菜
く
ず
・
芯
を
含
む
土
→
普
通
の
大
穴
の
土
→
卵
の
殻
を
含
む
土
→
出
汁
パ
ッ
ク
を
含
む
“の

順
に
植
物
が
よ
く
成
長
し
た
の
で
、
野
菜
く
ず
・
芯
が
持
つ
成
分
が
植
物
の
成
長
の
促
進
に
関
係
し
て

い
る
と
考
察
す
る
。

い
い
土
壌
の
基
準
か
ら
外
れ
て
い
る
成
分
の
個
数
と
植
物
の
こ
の
順
は
対
応
し
て
い
る
。

普
通
の
大
穴
の
土
と
野
菜
く
ず
・
芯
を
含
む
土
と
の
１
番
大
き
な
違
い
は
硝
酸
態
窒
素
の
濃
度
で
あ

る
が
、
ど
ち
ら
と
も
基
準
と
離
れ
て
い
る
の
で
、
基
準
よ
り
か
は
多
い
方
が
良
い
と
考
え
た
。

【
今
後
の
展
望
】

野
菜
く
ず
、
芯
の
中
の
何
の
成
分
が
植
物
の
成
長
に
一
番
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
調
べ
た
い
。

土
の
成
分
を
操
作
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

【
参
考
文
献
】

大
穴
の
土

卵
の
殻

野
菜
く
ず
・
芯

出
汁
パ
ッ
ク

み
ど
り
く
ん
を
用
い
た
土
壌
調
査
結
果
（

）
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ははたたららくくああささりりささんん

髙橋和歌菜 小島皐 中西優菜 中川のどか

抄抄録録

アサリの浄化作用能力を調べるためアサリを加えた水中の物質量の変化を調査し、アサリの浄化作用能力について解明した。その

結果、 濃度が下がる一方でリン酸の濃度が上がっていたため、アサリが有機物を浄化する能力を持つことが分かった。

１１．．研研究究のの背背景景とと目目的的

地元三河湾はアサリが多く生息しており、アサリが海水をどのように浄化しているのか疑問に思った。そこで、アサリの浄

化作用について知り、アサリの浄化作用によって海水などの水質改善に生かすことができないかと考え、研究を行った。

２２．．方方法法 ビーカーにアサリと学校周辺の の値が大きい川の水をそれぞれ入れ、実験を行った。

＜実験１＞

① １Ⅼビーカーを２つ用意し、川の水と水道水の人工海水（塩分濃度 ％）１Ⅼを加える。（エアーポンプ、エアーストーンも含む）

②片方のビーカーにアサリを入れる。 ③同じ量の調査試薬を２つのビーカーにそれぞれ加える。

④ 日間置いて測定を行う。（酸素濃度、 、塩分濃度、リン酸

＜実験２＞

アサリをそれぞれ解剖し、各器官を顕微鏡で確認する。

３３．．結結果果 〈〈実実験験 ににつついいてて〉〉
水質調査（ナマズ池）
実験前 実験後  

 

リン酸  

     
     

水質調査（高師緑地）  

 実験前 実験後  

 

リン酸  

     
     

水質調査（梅田川）
     

 実験 実験後  

 

リン酸  
     

① 濁った海水が透明になった。→浄化作用を持つ

② つの試薬中の の値が減少、リン酸の値が増加した。→有機物を無機物に変える能力

〈〈実実験験２２ににつついいてて〉〉

えらにおいて凹凸が確認された。 →えらで有機物をこしとる。

４４．．考考察察

実験より、アサリには有機物を無機物に分解する能力があることが分かった。しかしその分リン酸の濃度が上昇していることから有機物を無

機物に分解する際に排出されるフンなどにリン酸がふくまれており、その影響でリン酸の濃度が上昇していることが考えられる。

生態系で考えた場合、左図のようにアサリから排出されたフンはゴカイの餌となり、ゴカイのフンはほかの生物の餌となる。

このような循環が自然界では起こっており、この循環を通して有機物は１０分の１にまで減少する。このようにアサリは

水質改善の役割の一部を担っているといえる。

５５．．結結論論

あさりの有機物を無機物に分解する能力は海水中の有機物量減少にかかわっており、有機物が減少することで赤潮や

青潮を防ぐことができるため、アサリは海の水質改善に役立っているといえる

６６．．参参考考文文献献

生生物物資資料料集集 「「アアササリリ 解解剖剖 高高校校生生物物」」 （（ ））

７７．．キキーーワワーードド アサリ 水質 浄化

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

生きた生物を用いて研究を行ったため、求めていた答えになかなかたどり着かず苦労しました。 

しかし、根気よく実験を続けたことによって、生態系の仕組みや水の浄化作用の仕組みの一部を深く理解することができました。 
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高
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実
験

ど
ん
な
物
質
を
ど
の
よ
う
に
浄
化
し
て
い
る
の
か
？

→
水
中
を
汚
す
原
因
の
物
質
を
ア
サ
リ
が
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
質
を
改
善
し
て
い
る
。

実
験

ど
の
器
官
が
浄
化
作
用
に
働
き
か
け
て
い
る
の
か
？

→
物
質
が
え
ら
に
留
ま
る
こ
と
で
、
水
質
浄
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

仮仮
説説

考考
察察

動動
機機

地
元
三
河
湾
は
ア
サ
リ
が
多
く
生
息
し
て
お
り
、
ア
サ
リ
の
浄
化
作
用
に
よ
っ
て
海

水
な
ど
の
水
質
改
善
に
生
か
す
こ
と
は
可
能
な
の
か
疑
問
に
思
っ
た
た
め
。

実実
験験
方方
法法

実
験
１

ア
サ
リ
を
そ
れ
ぞ
れ
解
剖
し
、
各
器
官
の
構
造
を
顕
微
鏡
で
確
か
め
る
。

実
験
２

①
１
Ⅼビ
ー
カ
ー
を
２
つ
用
意
し
、
人
工
海
水
１
Ⅼを
加
え
る
。

（エ
ア
ー
ポ
ン
プ
、
エ
ア
ー
ス
ト
ー
ン
も
含
む
）

②
片
方
の
ビ
ー
カ
ー
に
ア
サ
リ
を
入
れ
る
。

③
同
じ
量
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調
査
試
薬
を
２
つ
の
ビ
ー
カ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
加
え
る
。

④
日
間
置
い
て
測
定
を
行
う
。

（
酸
素
濃
度
、

、
塩
分
濃
度
、
リ
ン
酸

ア
サ
リ
は
本
当
に

浄
化
作
用
が
あ
る
の
か

ア
サ
リ
は
ど
の
よ
う
に

浄
化
し
て
い
る
の
か

研
究
内
容

３
髙
橋
和
歌
菜

３
３
小
島
皐

中
西
優
菜

３
４
中
川
の
ど
か

ま
と
め

0123

前
後

mg/l

浄
化
作
用
に
よ
る

と
リ
ン
酸
の
変
化

～
は
た
ら
く
ア
サ
リ
さ
ん
～

un
de

r

実
験
①

浄
化
作
用
は
本
当
に
あ
る
の
か

ど
の
よ
う
な
浄
化
作
用
が
あ
る
の
か

時 間 後

濁
っ
た
海
水
に
ア
サ
リ
を
入
れ
る
と

時
間
後
に
は
透
明
な
海
水
へ
と
変
化
し
た
。

ア
サ
リ
に
は
浄
化
作
用
が
あ
る

有
機
物
を
無
機
物

に
分
解
す
る
能
力

な
ま
ず
池

高
師
緑
地

梅
田
川

水
質
調
査

３
つ
全
て
の
池
で

の
値
が
減
少
し

リ
ン
酸
の
値
が
増
加
し
た

出
水
管

入
水
管

ギ
ザ
ギ
ザ
し
て
る

有
機
物
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を

エ
ラ
で
濾
し
と
る

エ
ラ

実
験
②

入
水
管
か
ら
海
水
を
吸
い
込

み
、
出
水
管
か
ら
吐
き
出
し
て

い
る
。

循
環
を
通
し
て
有
機
物
は
減
少
す
る
。

ア
サ
リ
に
は
有
機
物
を
無
機
物
に

分
解
が
す
る
能
力
が
あ
り
、
そ
れ
は
海
水
を

浄
化
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
る

あ
さ
り
は
海
の
水
質

改
善
に
役
立
つ
！

赤
潮
な
ど
を

防
ぐ
こ
と
に

つ
な
が
る

ア
サ
リ
は
水
質
改
善
の
役
割
の
一
部
を
担
っ
て
い
る
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 納豆菌 VS調味料  

葉山直太朗 伊東慎平 鈴木堅哉 贄充希

抄録

大豆を納豆にする過程で様々な調味料を加え、抗菌・殺菌作用を調べた。納豆菌を熟知するために納

豆菌を顕微鏡で調べた。

１．研究の背景と目的

いくつかの調味料にある抗菌、殺菌作用を調べて食品ロス、食中毒の問題解決に繋げる。

２．方法

〈抗菌作用の実験〉市販の大豆を煮て、少量の納豆を加え混ぜ、納豆菌を繁殖させる。それを小分け

し、抗菌作用があると考えられるものを入れる。それにラップをかぶせ、クーラーボックスに入れ

る。クーラーボックスから取り出し冷蔵庫で冷やす。

〈殺菌作用の実験〉市販の納豆の中に調味料を入れて混ぜる。

３．結果

〈抗菌作用の実験〉梅干し、酢で効果あり（納豆と混ぜた大豆に粘り気が出た。）

〈殺菌作用の実験〉すべて効果なし（納豆の粘り気は無くならなかった。）

４．考察

どの調味料でも殺菌効果を確認できなかったため、納豆菌は生存力が高い、もしくは調味料には殺

菌効果はないと考えられる。

５．結論

梅干し、酢には抗菌作用があった。

用意した調味料はすべて殺菌作用を示さなかった。

６．参考文献

タカノフーズ 納豆の秘密・作り方

７．キーワード

納豆菌

調味料

殺菌・抗菌

８． 年間の研究を終えて

・楽しかった。（堅哉）

・実験の条件をそろえるのが大変だった。（直太朗）

・失敗の意義を感じた。（慎平）

・一から研究目標を立てて、予想、考察を重ねていく体験ができてよかった。（充希）
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納
豆
菌
VS
調
味
料

【
１
】
Pu
rp
os
e

い
く
つ
か
の
調
味
料
に
は
抗
菌
、
殺
菌
作
用
が
あ

り
、
こ
の
効
果
を
調
べ
る
こ
と
で
食
品
ロ
ス
や
食
中

毒
の
問
題
解
決
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
た
。

【
２
】
M
et
ho

ds
〈
実
験
Ⅰ
〉
抗
菌
作
用
の
実
験

①
豆
を
煮
る

②
豆
の
中
に
少
量
の
納
豆
と
抗
菌
作
用
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
も
の
を
入
れ
る

③
ラ
ッ
プ
を
か
ぶ
せ
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ

て
お
く

④
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
取
り
出
し
冷
蔵
庫
で
冷

や
す

〈
実
験
Ⅱ
〉
殺
菌
作
用
の
実
験

納
豆
の
中
に
実
験
Ⅰ
で
使
っ
た
も
の
を
入
れ
る

【
３
】
Co

nc
lu
sio

n
実
験
Ⅰ
：
梅
干
し
、
酢
で
効
果
あ
り

実
験
Ⅱ
：
す
べ
て
効
果
な
し

→
梅
干
し
、
酢
は
抗
菌
作
用
は
あ
る
が
、
殺
菌
作

用
は
な
い

【
4】

Ho
m
ew

or
k

温
度
の
変
化
な
ど
、
設
定
を
変
え
た
実
験
を
行
い

た
い
。
納
豆
の
ネ
バ
ネ
バ
が
何
由
来
な
の
か
、
ネ

バ
ネ
バ
が
発
生
し
な
か
っ
た
の
は
何
が
原
因
か
、

そ
も
そ
も
納
豆
菌
と
は
何
な
の
か
、
人
生
を
捧
げ

て
解
明
し
て
い
き
た
い
。

葉
山
直
太
朗

鈴
木
堅
哉

伊
東
慎
平

贄
充
希
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ハハンンドドククリリーームムのの世世界界

髙崎 華凜 富田 美乃葵 増田 未緒

抄抄録録

手手ににハハンンドドククリリーームムをを塗塗っってて、、時時間間のの経経過過ななどどにによよるる水水分分量量とと油油分分量量のの変変化化ににつついいてて調調べべたた。。

１１．．研研究究のの背背景景とと目目的的

ハハンンドドククリリーームムのの仕仕組組みみをを知知りり、、色色々々ななハハンンドドククリリーームムをを使使用用ししててどどののよよううななハハンンドドククリリーームムがが一一番番

効効果果ががああるるののかかをを知知りりたたいい。。

２２．．方方法法

①①ハハンンドドククリリーームムをを塗塗っってていいなないい状状態態でで、、手手のの水水分分量量、、油油分分量量のの測測定定ををすするる。。

②②手手ににハハンンドドククリリーームムをを塗塗るる。。 ③③水水分分量量、、油油分分量量のの測測定定ををすするる。。

④④ 時時間間後後、、手手をを 秒秒間間洗洗うう。。 ⑤⑤水水分分量量、、油油分分量量のの測測定定ををすするる。。

ハハンンドドククリリーームムをを塗塗っったたここととにによよっってて、、変変化化ししたたここととななどどもも記記録録すするる。。

３３．．結結果果

４４．．考考察察

がが 番番いいいいののでではは？？

・・ ＆＆ビビタタミミンン➡➡吸吸水水性性あありり、、肌肌にに優優ししいい 肌肌がが弱弱いい人人ででもも使使いいややすすいい

・・ヒヒルルドドイイドド＆＆尿尿素素➡➡アアレレルルギギーー出出ににくくいい、、水水にに弱弱いい

・・保保湿湿＆＆ワワセセリリンン➡➡保保水水力力、、皮皮膚膚のの保保護護 おお母母ささんんににぴぴっったたりり

・・オオリリーーブブオオイイルル➡➡保保湿湿力力ななしし、、肌肌パパササパパササ ハハンンドドククリリーームムととししててはは使使いいににくくいい

５５．．結結論論

今今後後のの展展望望ととししてて、、肌肌のの表表面面上上だだけけででななくく、、肌肌のの奥奥ままでで調調べべ、、どどののよよううなな影影響響をを受受けけてていいるるののかか研研究究

ししたたいい。。

６６．．参参考考文文献献

７７．．キキーーワワーードド

肌肌にに優優ししいい 乾乾燥燥対対策策 ハハンンドドククリリーームム

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

課課題題をを発発見見すするる力力とと、、考考察察力力ががつついいててききたたとと思思うう。。情情報報をを集集めめ、、そそれれららかからら考考ええらられれるるここととををまま

ととめめるるたためめにに協協力力ででききたた。。
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・・ ＆＆ビビタタミミンン➡➡吸吸水水性性あありり、、肌肌にに優優ししいい 肌肌がが弱弱いい人人ででもも使使いいややすすいい

・・ヒヒルルドドイイドド＆＆尿尿素素➡➡アアレレルルギギーー出出ににくくいい、、水水にに弱弱いい

・・保保湿湿＆＆ワワセセリリンン➡➡保保水水力力、、皮皮膚膚のの保保護護 おお母母ささんんににぴぴっったたりり

・・オオリリーーブブオオイイルル➡➡保保湿湿力力ななしし、、肌肌パパササパパササ ハハンンドドククリリーームムととししててはは使使いいににくくいい

５５．．結結論論

今今後後のの展展望望ととししてて、、肌肌のの表表面面上上だだけけででななくく、、肌肌のの奥奥ままでで調調べべ、、どどののよよううなな影影響響をを受受けけてていいるるののかか研研究究

ししたたいい。。

６６．．参参考考文文献献

７７．．キキーーワワーードド

肌肌にに優優ししいい 乾乾燥燥対対策策 ハハンンドドククリリーームム

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

課課題題をを発発見見すするる力力とと、、考考察察力力ががつついいててききたたとと思思うう。。情情報報をを集集めめ、、そそれれららかからら考考ええらられれるるここととををまま

ととめめるるたためめにに協協力力ででききたた。。
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機

ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
の
仕
組
み
を
知
り
、
色
々

な
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
を
使
用
し
て

ど
の
よ
う
な
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
が
一
番

効
果
が
あ
る
の
か
を
知
り
た
い
。

研
究
方
法

①
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
を
塗
っ
て
い
な
い
状
態
で
、

手
の
水
分
量
、
油
分
量
の
測
定
を
す
る
。

②
手
に
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
を
塗
る
。

③
水
分
量
、
油
分
量
の
測
定
を
す
る
。

④
1時
間
後
、
手
を
30
秒
間
洗
う
。

⑤
水
分
量
、
油
分
量
の
測
定
を
す
る
。

ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
を
塗
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

変
化
し
た
こ
と
な
ど
も
記
録
す
る
。

結
果

考
察

N
IV
EA
が
1番
い
い
の
で
は
？

・
N
IV
EA
＆
ビ
タ
ミ
ン
➡
吸
水
性
あ
り
、
肌
に
優
し
い
肌
が
弱
い
人
で
も
使
い
や
す
い

・
ヒ
ル
ド
イ
ド
＆
尿
素
➡
ア
レ
ル
ギ
ー
出
に
く
い
、
水
に
弱
い

・
保
湿
＆
ワ
セ
リ
ン
➡
保
水
力
、
皮
膚
の
保
護

お
母
さ
ん
に
ぴ
っ
た
り

・
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
➡
保
湿
力
な
し
、
肌
パ
サ
パ
サ

ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
と
し
て
は
使
い
に
く
い

今
後
の
課
題

今
後
の
展
望
と
し
て
、
肌
の
表
面
上
だ
け

で
な
く
、
肌
の
奥
ま
で
調
べ
、
ど
の
よ
う

な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
研
究
し
た
い
。

参
考
文
献
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佐竹陽遥 岩下英理可 水野真誠 妹尾美々華

抄抄録録

効効率率のの良良いい生生きき方方をを求求めめてて、、厚厚生生労労働働省省ののデデーータタをを用用いいてて研研究究をを行行っったた。。

１１．．研研究究のの背背景景とと目目的的

私たちは、学年が上がるにつれて自分の将来について考えるようになった。そこで、「効率の良い

生き方」とはなにか、自分の将来の選択肢のひとつとして、この研究を行った。

２２．．方方法法

厚生労働省の公式データをもとに、年収が高い職業 医者 を設定し、その職業に就くために通る

べき最も効率の良いルートを探す。

３３．．結結果果

国公立大学の医学部の方が、私立大学の医学部より、学費も約 万円安く、医学免許国家試

験合格率も高い。

４４．．考考察察

私私立立大大学学にに進進学学すするるよよりり、、国国公公立立大大学学にに進進学学すするるほほううがが安安くくすすむむううええにに、、国国家家試試験験合合格格率率もも高高

いい。。

５５．．結結論論

時習館高校から国公立大学医学部に進学し、医者になることが私たちの定義する公立の良い生

き方である。

６６．．参参考考文文献献

厚厚生生労労働働省省

７７．．キキーーワワーードド

効率の良い生き方 国公立大学 私立大学

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

学学費費ににつついいててのの知知識識をを身身にに着着けけるるここととががでできき、、学学費費ににつついいてて主主体体的的にに考考ええるるここととががででききたた。。研研

究究ををししてていいくく中中でで、、将将来来ににつついいててささららにによよくく考考ええてていいくくここととががででききたた。。自自分分のの将将来来をを決決めめるるににああたた

っってて、、おお金金ががすすべべててででははなないいとと思思っったた。。
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は
じ
め
に

効
率
の
良
い
生
き
方
と
は
何
か
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
求
め
て
探
求
し
た
き
た
。

方
法

厚
生
労
働
省
の
公
式
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
年
収
が
高
い
職
業
(医
者
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
弁
護
士
)

を
設
定
し
、
そ
の
職
業
に
就
く
た
め
に
通
る
べ
き
最
も
効
率
の
良
い
ル
ー
ト
を
探
す
。

仮
説

公
立
高
校
と
私
立
高
校
の
学
費
を
比
べ
る
と
、
圧
倒
的
に
公
立
高
校
の
方
が
安
い
こ
と
、
医
者

が
比
較
的
年
収
が
高
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
公
立
高
校
か
ら
医
者
に
な
る
ル
ー
ト
が
最
も
効
率

が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

結
論

時
習
館
高
校
か
ら
国
公
立
大
学
医
学
部
に
進
学
し
、
医
者
に
な
る
こ
と
が
私
た
ち
が
定
義

す
る
効
率
の
良
い
生
き
方
で
あ
る
！

定
義

・
税
金
、
留
年
、
浪
人
、
奨
学
金
、
通
信
制
学
校
、
定
時
制
学
校
は
考
え
な
い
も
の
と
す
る
。

・
本
人
の
努
力
は
確
率
に
無
関
係
と
す
る
。

・
勉
強
の
た
め
に
お
金
を
か
け
る
＝
学
力
が
伸
び
る

は
成
り
立
た
な
い
も
の
と
す
る
。

・
年
収
は
一
つ
の
サ
イ
ト
(引
用
は
全
て
公
式
デ
ー
タ
か
ら
)を
利
用
す
る
も
の
と
す
る
。

本
論

一
人
当
た
り
に
か
か
る
学
費

公
立
小

公
立
中

公
立
高

公
立
大

約
64
万

約
55
万

約
84
万

約
35

0万

私
立
小

私
立
中

私
立
高

私
立
大

約
57

1万
円

約
32

2万
約
21

6万
約
32
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ココミミュュ英英ののペペアアワワーーククでで好好ききなな人人とと隣隣ににななるる確確率率をを調調べべるる

鈴木愛子、 高柳菜花、 小林志帆、 白井花菜

抄抄録録

席席をを移移動動すするるパパタターーンンをを考考ええ、、そそれれぞぞれれのの場場合合ににつついいてて、、誰誰とと誰誰がが何何回回ペペアアワワーーククをを行行ううここととにになな

るるののかかをを調調べべたた。。

１１．．研研究究のの背背景景とと目目的的

英語の山本先生の授業では席を移動してのペアワークが行われる。その際、必ず一緒になる席等

があるのか興味を持ち、研究を行った。

２２．．方方法法

人で１クラスだとして、４０席すべてに番号を振る。

・席のまわり方を時計回りに１席または２席

・反時計回りに１席か２席

・席の列をチェンジ

の５種類に決める。１時間の授業で３階席を変えると決める。

起こりうる席のまわり方（例；席の列のチェンジを二回連続で行うと同じ人とまたペアワークを

行うことになるので、起こりえない。）を考え、誰とペアワークになるかをすべて数え上げ、表にま

とめる。

３３．．結結果果

遠遠くく離離れれたた席席ででももペペアアワワーーククででききるるここととももああるる。。

どどののよよううにに移移動動ししててもも絶絶対対ににペペアアワワーーククででききなないい席席ももああるる。。

４４．．考考察察

どの場合を考えても、隣になりやすい人はある程度決まっていて一定の人と何回も当たる。 

５５．．結結論論

今回は、誰とペアになるか地道に数えた。誰とペアワークできるか、できないのか、予想できなか

った。今後は、出た結論から誰とぺワークできるのか事前に予測できるのかを考えたい。

６６．．参参考考文文献献

特特ににななしし

７７．．キキーーワワーードド

席移動、確率、好きな人

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

たたくくささんんのの場場合合分分けけをを作作っってて、、班班員員５５人人でで分分割割ししてて行行っったたここととでで、、わわかかるる人人かからら教教ええててももららっったたりり、、

逆逆にに教教ええたたりりすするるここととでで数数学学的的機機能能力力がが高高ままっったた気気ががすするる。。そそれれぞぞれれのの得得意意分分野野をを生生かかししてて、、研研究究

をを続続けけるるここととががででききたた。。
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・ ・ ・

コ
ミ
ュ
英
の
ペ
ア
ワ
ー
ク
で
好
き
な
人
と
隣

に
な
る
確
率
を
調
べ
る

研
究
背
景

山
本
先
生
の
コ
ミ
ュ
英
の
授
業
で
行
わ
れ
る
特
有
な
ペ
ア
ワ
ー
ク
の
仕
組

み
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の
中
で
好
き
な
人
と
ペ
ア
ワ
ー
ク
が
で
き
る
確
率

を
知
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

研
究
方
法

時
計
回
り
や
反
時
計
回
り
、
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
席
の
ま
わ
り
方
で
考
え
ら
れ

る
条
件
を
定
め
て
、
席
替
え
の
ま
わ
り
方
の
組
み
合
わ
せ
を
場
合
分
け
し

て
考
え
る
。
そ
の
結
果
か
ら
ど
の
席
に
い
る
人
が
ど
の
席
の
人
と
ペ
ア

ワ
ー
ク
す
る
確
率
を
求
め
る
。

1
７
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21

28
35

２
８

15
22

29
36

３
９

16
23

30
37

４
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31
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５
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32
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33
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27
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教
卓

最
初
の
席

例
1ク
ロ
ッ
ク

↓
１
ク
ロ
ッ
ク

↓
1ク
ロ
ッ
ク

1の
人
は

2→
３
→
４

6の
人
は

13
→
12
→
11

8の
人
は
７
→
14
→
15

【
結
果
・
考
察
・
今
後
の
展
望
】

・
40
人
の
う
ち
絶
対
に
当
た
ら
な
い
範
囲
が
あ
る
(1
5人
く
ら
い
)

・
離
れ
た
席
の
人
と
ペ
ア
に
な
る
こ
と
も
あ
る
(4
と
29
な
ど
)

・
こ
れ
か
ら
は
席
ご
と
に
出
し
た
確
率
を
グ
ラ
フ
に
表
し
て
い
く
予
定
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ポポーーカカーーでで勝勝つつににはは

柘植俊希 中澤佑哉 山口晴也

１１．．研研究究のの背背景景とと

ポーカーはカジノの競技としても知られている一般的なカードゲームなので、

ポーカーの効率的な勝ち方について研究して、あわよくばそれで大儲けしたいと

思ったからです。

２２．．方方法法

①普通にポーカーをする。

②お互いワンペアを作った状態で、片方は崩して、片方は崩さずにする。

③お互い 枚中３枚のカードのマークをそろえた状態で、片方は崩して、

片方は崩さずにポーカーする。

３３．．結結果果

①①

フファァイイブブカカーードド １１％％

ロロイイヤヤルルフフララッッシシュュ ００％％

スストトレレーートトフフララッッシシュュ ００％％

フフォォーーカカーードド ５５％％

フフルルハハウウスス ５５％％

フフララッッシシュュ ％％

スストトレレーートト １１６６％％

ススリリーーカカーードド ２２７７％％

ツツーーペペアア １１１１％％

ワワンンペペアア １１７７％％

ハハイイカカーードド ７７％％

②②

崩崩ししあありり ６６３３％％

崩崩ししななしし ３３７７％％

③③

崩崩ししあありり ２２４４％％

崩崩ししななしし ７７６６％％

４４．．考考察察

①①のの結結果果かかららススリリーーカカーードドでで勝勝つつ確確率率がが高高いいここととがが分分かかっったた。。ままたた、、②②、、③③のの実実験験よよりり、、ペペアアはは

ななるるべべくく崩崩ささずず、、ママーーククががそそろろっっててももああままりり気気ににししななくくててよよいいここととがが分分かかっったた。。

５５．．結結論論

 賭けに出ず、慎重にいけばいいことが分かった。 

６６．．参参考考文文献献

７７．．キキーーワワーードド

ポーカー ファイブカード  

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

研研究究をを通通じじてて、、目目標標にに向向かかっってて何何ををすすれればばいいいいかかをを逆逆算算ししてて考考ええるる論論理理的的思思考考力力をを身身にに着着けけるるこことと

ががででききたた。。ままたたそそれれをを重重ねねるるごごととにに仲仲間間ととのの協協調調性性がが身身ににつついいたた。。ここれれららのの能能力力ををここれれかかららのの人人生生

にに生生かかししてていいききたたいい。。
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誕誕生生日日ののパパララドドッッククススののリリアアルル

深谷麻陽 伊藤晨泰

抄抄録録 要要約約

誕誕生生日日ののパパララドドッッククススととはは、、ああるる一一定定のの人人数数のの中中にに同同じじ誕誕生生日日のの人人ががいいるる確確率率にに関関すするる不不思思議議のの

ここととをを指指ししまますす。。私私たたちちははそそれれににつついいてて調調べべままししたた。。

１１．． 研研究究のの背背景景とと目目的的

誕誕生生日日ののパパララドドッッククススののリリアアルルにに関関すするる記記事事をを読読んんだだ際際にに、、同同じじ誕誕生生日日のの人人ががいいるる確確率率のの理理論論

値値がが高高いいよよううにに思思わわれれたたののでで、、実実際際のの確確率率ははどどううななののかかをを調調べべたたいいとと思思っったたかからら。。

２２．．方方法法

ⅠⅠ））全全校校生生徒徒のの誕誕生生日日をを集集計計すするる

ⅡⅡ））各各人人数数ににおおけけてて同同じじ誕誕生生日日のの人人ががいいるる確確率率をを計計算算すするる

ⅢⅢ））理理論論値値とと比比較較しし考考察察すするる

３３．． 結結果果

英英語語ポポススタターーのの表表参参照照

４４．．考考察察

全全校校生生徒徒９９６６００人人分分のの誕誕生生日日でではは、、 つつのの誕誕生生日日にに対対すするる人人数数にに大大ききなな差差がが出出たたここととにによよりり多多少少

ののばばららつつききががああっったたたためめ、、一一概概にに実実際際のの確確立立はは理理論論値値よよりり高高いいままたたはは低低いいとと言言いい切切るるここととははででききなな

いいがが、、どどのの人人数数ににおおいいててもも理理論論値値にに近近いいとといいええるる。。

５５．．結結論論

計計算算ししたた値値がが理理論論値値ににかかななりり近近かかっったたここととかからら、、ククララスス替替ええでで ククララスス４４００人人のの中中にに同同じじ誕誕生生日日

ののひひととががいいるる確確率率はは約約９９００％％でであありり、、かかななりり高高いい確確率率でで同同じじ誕誕生生日日のの人人ががいいるるここととがが分分かかっったた。。

６６．．参参考考文文献献

英英語語ポポススタターー参参照照

７７．．キキーーワワーードド

・・確確率率

・・誕誕生生日日

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

一一つつ一一つつのの誕誕生生日日にに対対すするる人人数数をを集集計計しし、、 にに誕誕生生日日をを打打ちち込込んんでで一一定定数数抽抽出出しし確確率率をを求求めめ

るる作作業業はは大大変変だだっったたがが、、納納得得ででききるる結結果果をを得得るるここととががででききたたののでで２２年年間間ややっっててききててよよかかっったたでですす。。
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天天気気予予報報ををししててみみたたいい！！！！

石飛 彪 谷本 裕紀 星野 翔太 舘 省吾

要要約約

天気予報において と では のほうが精度が高い。

１１．．研研究究のの背背景景とと目目的的

天気予報を確率で求めてみたかった。

２２．．方方法法

◆◆機機械械学学習習

①気象庁から気象情報をダウンロードする 名古屋、伊良湖、津、四日市、

上野 三重県 、浜松、御前崎、岐阜

②ダウンロードした欠損値を修正する

③修正したデータを 日間にまとめる

④ の 回帰を用いて気象情報を予測する

◆デディィーーププララーーニニンンググ

①最初に求めたデータを正規化する

② の を用いて気象情報を予測する

３３．．結結果果

◆◆

◆◆

４４．．考考察察

気象情報の予測において時系列予測は大きく影響する 

５５．．結結論論

は人類を超える

６６．．参参考考文文献献

７７．．キキーーワワーードド

・・正規化

・ …平均絶対誤差

・ …平均平方二乗誤差

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

開発は大変だった
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天
気
予
報
を
し
て
み
た
い
！
！

方
法
②
マ
ル
コ
フ
演
算

1．
気
象
庁
か
ら
気
象
情
報
(豊
橋
、
名
古
屋
)を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。

2．
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
デ
ー
タ
を
晴
れ
、
曇
り
、
雨
に
分
類
す
る
。

※
晴
れ
：
降
水
量
が
な
い
＆
日
照
時
間
が
2時
間
以
上

曇
り
：
降
水
量
が
な
い
＆
日
照
時
間
が
2時
間
以
下

雨
：
降
水
量
が
あ
る

3．
デ
ー
タ
を
月
ご
と
に
分
け
る

4．
確
立
を
求
め
る
。

※
計
算
法

(求
め
る
転
機
の
日
数
の
合
計
)/
(日
数
の
合
計
)

🔶🔶
結
果

方
法
①
気
象
デ
ー
タ
予
測
AI

1．
気
象
庁
か
ら
気
象
情
報
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

(名
古
屋
、
伊
良
湖
、
津
、
四
日
市
、
上
野
(三
重
県
)

浜
松
、
御
前
崎
、
岐
阜
)

2．
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
デ
ー
タ
の
欠
損
地
を
修
正
す
る

3.
修
正
し
た
デ
ー
タ
を
7 日
間
ご
と
に
ま
と
め
る

4．
仮
想
環
境
を
An

ac
on

da
を
用
い
て
建
築
し
、
sc
ik
it-
le
ar
nの

Ri
dg
e 回
帰
を
用
い
て
AI
を
開
発
す
る

🔶🔶
結
果

🔶🔶
考
察

気
象
デ
ー
タ
の
予
測
精
度
を
上
げ
る
た
め
に

〇
名
古
屋
を
含
め
る
中
部
地
方
6地
点
で
の
気
象
情
報
を

追
加

〇
過
剰
学
習
を
防
ぐ
た
め
に
L2
正
規
化
を
行
い
、
モ
デ
ル

の
複
雑
化
を
防
ぐ

⇒
精
度
を
80
％
ま
で
上
げ
ら
れ
た

目
的
‐予
報
よ
り
、
よ
り
精
度
の
高
い
天
気
予
報
を
確
立
に
よ
っ
て
求
め
る

△
気
温
の
予
測

▽
現
地
気
圧
の
予
測

雨
の
割
合
が
高
い
の
は

梅
雨
の
影
響
？

今
後
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-

今
回
求
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象
デ
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タ
が
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で
正
確
な
の
か
を

実
験
し
て
確
か
め
た
い

ま
た
、
実
際
に
天
気
予
報
と
の
差
異
を
知
り
た
い

反
対
に
降
水
量
や
風
量
は
う
ま
く
い
か
な
い

→
Lin

er
回
帰
を
用
い
る
べ
き
？
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ケーキを五等分にするゾ【＋α】
鈴木孝成 阿部雄哉 中村拓也 天野翔太 中瀬裕太郎

抄録
ケーキを円とみなし、正多角形を使って円を等分にした。また円から正多角形を作る方法

を考え、できた正多角形が実際に正多角形かどうかを証明した。
１ 研究の背景と目的
ケーキを等分に切る機会が多く、正五角形や正七角形などの等分するのが困難な図形を

切れたらよいなぁと思い、今回の研究を行った。
方法

正多角形を、円を用いて、図形の幾何的性質から正多角形を描いた。またできた図形につい
ても実際に正多角形かどうかを証明した。
３ 結果
以下の手順で正多角形が作れる。

正五角形の書き方の手順

①AB を五等分して、五等分 A1、A2、A3,A4 とする

②AB=AC=BC となる点 C をとる（三角形 ABCは正三角形である）

③C から A2 を通る直線を引き、これと円の交点のうち C から遠いほうを D1 とする。

④C から A4通る直線を引き、これと円の交点のうち C から遠い方を D2 とする

⑤D1,D2 からそれぞれ AB と直交するような直線を引き、それと円の交点を D3,D4 とする

⑥正五角形 AD1D2D3D4 は正五角形である

証明は余白が狭すぎるので省略 詳細はポスターにて
４ 考察
実際に手順を行うと正五角形が得られ、後に同様な手順を正七角形でも行ったが、実際に正七角形が
得られた。このことから正ｎ角形（ｎ≧３を満たすすべての整数）でも得られるのではないかと思った。
結論

ケーキは 等分可能、ちなみに正七角形も可能。
６ 参考文献
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仲
良
く
ケ
ー
キ
を
分
け
て
み
た
ゾ

（
＋
α
）

鈴
木
孝
成

阿
部
雄
哉

中
村
拓
矢
天
野
翔
太
中
瀬
裕
太
郎

【
目
的
】

友
達
の
家
で
誕
生
日
会
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
で
ケ
ー
キ
を
五
等
分
す
る
時
に
均

等
に
切
る
こ
と
が
で
き
ず
、
喧
嘩
が
起
こ
っ
た
の
で
、
来
年
こ
そ
は
楽
し
い
誕
生
日
会
に
な
る
よ
う
に

す
る
た
め
。

【
仮
説
】

正
ｎ
角
形
を
作
図
す
る
こ
と

で
円
、
す
な
わ
ち
ケ
ー
キ
を
等
分
す
る
こ
と
も

可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

【
研
究
手
段
】

正
多
角
形
を
定
規
と

コ
ン
パ
ス
を
使
わ
ず
に
描
け
る
方
法
を
い
ろ
い

ろ
な
手
段
で
調
べ
て
、
そ
れ
を
証
明
す
る
。

【
結
果
】

正
五
角
形
の
書
き
方
の
手
順

①
AB
を
五
等
分
し
て
、
五
等
分
し
た
点
を

A1
，

A2
，

A3
，

A4
と
す
る
。

②
AB

=A
C=

BC
と
な
る
点

Cを
と
る
。

③
Cか
ら

A2
を
通
る
直
線
を
引
き
、
こ
れ
と
円

の
交
点
の
う
ち

Cか
ら
遠
い
方
を

D1
と
す
る
。

④
Cか
ら

A4
通
る
直
線
を
引
き
、
こ
れ
と
円
の

交
点
の
う
ち

Cか
ら
遠
い
方
を

D2
と
す
る
。

⑤
D1
，

D2
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

AB
と
直
交
す
る
よ

う
な
直
線
を
引
き
、
そ
れ
と
円
の
交
点
を

D3
,D

4と
す
る
。

⑥
正
五
角
形

AD
1D

2D
3D

4は
正
五
角
形
で
あ
る
。

【
証
明
】

点
は
結
果
の
と
き
の
よ
う
に
置
く
と
す
る
。

こ
れ
は
円
か
ら
取
り
出
し
た
図
形
で
あ
る
。

【
今
後
の
展
望
】

正
五
角
形
や

正
七
角
形
を
描
け
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

し
か
し
一
般
化
を
す
る
こ
と
や
他
の
図
形

の
五
等
分
に
す
る
方
法
が
見
つ
か
っ
て
な

い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
探
し
て
い

き
た
い
。

【
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ウウィィザザーーズズががププレレーーオオフフにに進進出出すするるたためめにに

伊藤海槻 中神海旺 平山竣也 飯島碧海

抄抄録録

ウウィィザザーーズズががププレレーーオオフフにに進進出出すするるたためめにに、、過過去去のの詳詳ししいい成成績績をを調調べべ、、改改善善点点をを考考察察ししたた。。

１１．．研研究究のの背背景景とと目目的的

八村塁の加入により、日本で話題のウィザーズだが、近年は低迷しているため、研究したいと思っ

たから。

２２．．方方法法

過去の成績を調べ、ウィザーズの弱点を研究する。

３３．．結結果果

の確率が低いことと、ディフェンスの脆さが弱点だと分かった。

プレーオフに進出するチームはディフェンスが強いことも分かった

４４．．考考察察

ヘッドコーチが変われば、チームも変化していくだろう

弱点の部分が得意な選手を獲得すべき

５５．．結結論論

ヘッドコーチの交代と、ウィザーズの弱点の部分が得意な選手（例：ジャベールマギー、 ）

６６．．参参考考文文献献

１１．．ススポポーーツツナナビビ

２２．．

３３．．

４４．．ゲゲッッテティィ

７７．．キキーーワワーードド

統計

スタッツ

ディフェンス

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

どどののデデーータタがが最最もも重重要要ででああるるののかか、、とといいっったたここととななどどににつついいててのの取取捨捨選選択択がが少少しし大大変変だだっったた。。

たただだ、、自自分分たたちちのの興興味味ののああるる分分野野だだっったたののでで、、調調べべるるののががううままくくいいけけたたののははよよかかっったたとと思思うう。。

ここのの研研究究にによよりり、、自自分分たたちちのの興興味味ののああるるここととににつついいてて理理解解がが深深ままっってて、、趣趣味味でで観観戦戦すするる時時ににもも、、

いいろろいいろろなな角角度度でで見見れれるるよよううににななっったたとと思思うう。。
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たただだ、、自自分分たたちちのの興興味味ののああるる分分野野だだっったたののでで、、調調べべるるののががううままくくいいけけたたののははよよかかっったたとと思思うう。。

ここのの研研究究にによよりり、、自自分分たたちちのの興興味味ののああるるここととににつついいてて理理解解がが深深ままっってて、、趣趣味味でで観観戦戦すするる時時ににもも、、

いいろろいいろろなな角角度度でで見見れれるるよよううににななっったたとと思思うう。。

↑
↑

↑

ウ
ィ
ザ
ー
ズ
し
か
勝
た
ん
！

～
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
が
プ
レ
ー
オ
フ
に
進
出
す
る
た
め
に
～

1.
動
機

八
村
塁
の
加
入
に
よ
り
、

日
本
で
の
注
目
度
の
高
ま
っ
た
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
で
あ
る
が
、

成
績
が
こ
こ
数
年
振
る
わ
な
い
た
め
プ
レ
ー
オ
フ
進
出

を
目
標
に
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

2.
方
法
及
び
仮
説

な
ぜ
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
が
勝
て
な
い
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
。

失
点
の
多
さ
が
目
立
つ
の
で
、
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

勝
敗

順
位

平
均
得
点

平
均
失
点

TO
の
多
さ

RE
Bの
平
均

FG
%

３
P%

FT
%

25
勝

47
敗

9位
11

4.
4

(7
位

)
11

9.
1

(2
9位

)
13

.5
(2
1
位

)
42 (2
8位

)
45

.7
(2
1位

)
36

.8
(8
位

)
78

.8
(1
1位

)

3.
本
論

課
題
：
チ
ー
ム
全
体
の
守
備
力
が
悪
い

(3
P,F

Gを
決
め
ら
れ
て
い
る

)

昨
シ
ー
ズ
ン
の
成
績

今
シ
ー
ズ
ン
の
成
績

勝
敗

順
位

平
均
得
点

平
均
失
点

TO
の
多
さ

RE
Bの
平
均

FG
％

３
P%

FT
%

32
勝

38
敗

8位
11

6.
6

(3
位

)
11

8.
5

(3
0位

)
14

.1
(2
2位

)
45

.2
(8
位

)
47

.5
(1
0位

)
35

.1
(2
2位

)
76

.9
(1
9位

)

改
善
す
べ
き
点

:失
点
数
の
多
さ
と
３

Pの
成
功
率
の
低
さ

結
果
：
失
点
数
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
が
、
リ
バ
ウ
ン
ド
数
が
増
加
し
た

3：
結
論
と
対
策

そ
の
た
め
に
：
・
ド
ラ
フ
ト
で
即
戦
力
の
選
手
を
獲
得
す
る

・
ト
レ
ー
ド
や

FA
の
活
用

・
コ
ー
チ
陣
営
の
刷
新

飯
島
碧
海

伊
藤
海
槻
中
神
海
旺
平
山
竣
也

参
考
文
献
：
ス
ポ
ー
ツ
ナ
ビ

TS
PS

PO
RT

S-
TS

P2
11

.co
m

NB
A 

Ra
ku

te
n
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ババババ抜抜ききでで勝勝ちちたたいい！！！！！！

今橋迪子 品田真菜 大橋瑠々

抄抄録録

方方法法をを分分けけ、、どどのの条条件件下下ににああるるととババババ抜抜ききでで勝勝ちちややすすいいかか負負けけややすすいいかかのの傾傾向向をを調調べべたた。。

１１．．研研究究のの背背景景とと目目的的

ババ抜きでどのような戦略をとれば勝ちやすいか知りたいと思ったため。

２２．．方方法法

人のグループでババ抜きを行った。その際に、

・何回で一人目の勝ちが決まったか

・はじめの枚数が合計何枚か

・それぞれが持つはじめの枚数

・誰が勝ったか

・誰が負けたか

・はじめにババを持っていたのは誰か

を調べる

また、カードを引く順番を固定し、トランプ 枚とジョーカー 枚の合計 枚で行うこととする。

次の条件を付けてババ抜きを行った。

② ランダム

②ババを初めに持っている人を固定する

これを 回ずつ行う。

３３．．結結果果

４４．．考考察察

・はじめのカードの枚数が少ない人が勝つとは限らない。

・はじめにジョーカーを持っている人が勝ちやすく、負けにくくなる。

・パターンが多くて、一般化するのが難しかったので、次は、特別な状況を考えていきたい。

５５．．結結論論

日常の事象を数学を用いて考えました。難しいこともたくさんありましたが、このような機会でな

いとできない発見がたくさんできたのでよかったと思いました。

６６．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

必要な実験の回数がとても多いので、大変だと思うこともありましたが、最後まで粘り強くやり遂

げることができました。数学的な計算で確率を求めることが難しかったので、もしまたこのような

機会があればそこの疑問を解決できるように努めたいです。
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バ
バ
抜
き
で
勝
ち
た
い
！
！
！

C4
2
今
橋
迪
子
大
橋
瑠
々
品
田
真
菜

研
究
動
機

バ
バ
抜
き
で
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
と
れ
ば

勝
ち
や
す
い
か
知
り
た
い
と
思
っ
た
た
め
。

概
要

方
法
を
分
け
、
ど
の
条
件
下
に
あ
る
と
バ

バ
抜
き
で
勝
ち
や
す
い
か
負
け
や
す
い
か

の
傾
向
を
調
べ
た
。

研
究
方
法

3人
の
グ
ル
ー
プ
で
バ
バ
抜
き
を
行
っ
た
。
そ

の
際
に
、

・
何
回
で
一
人
目
の
勝
ち
が
決
ま
っ
た
か

・
は
じ
め
の
枚
数
が
合
計
何
枚
か

・
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
は
じ
め
の
枚
数

・
誰
が
勝
っ
た
か

・
誰
が
負
け
た
か

・
は
じ
め
に
バ
バ
を
持
っ
て
い
た
の
は
誰
か

を
調
べ
る

ま
た
、
カ
ー
ド
を
引
く
順
番
を
固
定
し
、
ト

ラ
ン
プ

52
枚
と
ジ
ョ
ー
カ
ー

1枚
の
合
計

53
枚

で
行
う
こ
と
と
す
る
。

次
の
条
件
を
付
け
て
バ
バ
抜
き
を
行
っ
た
。

①
ラ
ン
ダ
ム

②
バ
バ
を
初
め
に
も
て
い
る
人
を
固
定
す
る

③
1人
が
前
の
人
が
引
い
た
カ
ー
ド
を
引
く

④
バ
バ
を
持
っ
て
い
る
人
が
、
前
の
人
が
引

い
た
カ
ー
ド
を
引
く

こ
れ
を

10
0回
ず
つ
行
う
。

結
果

考
察

・
は
じ
め
の
カ
ー
ド
の
枚
数
が
少
な
い
人
が
勝
つ
と

は
限
ら
な
い
。

・
は
じ
め
に
ジ
ョ
ー
カ
ー
を
持
っ
て
い
る
人
が
勝
ち

や
す
く
、
負
け
に
く
く
な
る
。

・
は
じ
め
の
カ
ー
ド
の
枚
数
が
多
い
と
勝
ち
や
す
い
。

・
パ
タ
ー
ン
が
多
く
て
、
一
般
化
す
る
の
が
難
し

か
っ
た
の
で
、
次
は
、
特
別
な
状
況
を
考
え
て
い
き

た
い
。

ま
と
め
・
感
想

日
常
の
事
象
を
数
学
を
用
い
て
考
え
ま
し
た
。

難
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
機
会
で
な
い
と
で
き
な
い
発
見

が
た
く
さ
ん
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。
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)

仮
説

・
は
じ
め
に
ジ
ョ
ー
カ
ー
を
持
っ
て
い
る
人
が
め
け

や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

・
は
じ
め
の
カ
ー
ド
の
枚
数
が
少
な
い
ほ
う
が
勝
ち

や
す
い
の
で
は
な
い
か
。
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雨雨のの日日にに歩歩くくののがが愚愚行行かか走走るるののがが愚愚行行かか

戸田覚大 山本拓巳 大和田勝斗 三浦透吾

抄抄録録

雨の日に歩く場合と走る場合のどちらがより濡れるのか、数学的実験で調べた

１１．．研研究究のの背背景景とと目目的的

雨の日にできる限り濡れない方法が知りたかったから

２２．．方方法法

数列を利用して測定した

３３．．結結果果

走った場合の方が頭上にあたる雨粒の量が減少した

４４．．考考察察

単位時間あたりの移動距離が大きいほど、測定する時間が短くなるので、濡れない

５５．．結結論論

今回は歩く場合と走る場合だけで測定したが、次回は自転車などの乗り物に乗ってる場合で

調べてみたい。

６６．．参参考考文文献献

、物理エンジン

７７．．キキーーワワーードド

雨 世界 美しい

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

雨の日は、走って傘を買いに行こうと思った。
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調べてみたい。

６６．．参参考考文文献献

、物理エンジン

７７．．キキーーワワーードド

雨 世界 美しい

８８．． 年年間間のの研研究究をを終終ええてて

雨の日は、走って傘を買いに行こうと思った。
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走
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三
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透
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山
本
拓
巳

①
動
機
：
雨
の
日
に
傘
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
出
来
る
だ
け
濡
れ
な
い
た
め
に
は
走
っ
た
ほ
う
が

い
い
の
か
、
歩
い
た
ほ
う
が
い
い
の
か
知
り
た
か
っ
た
か
ら
。

②
研
究
：
条
件
を
以
下
の
よ
う
に
定
め
る

降
水
量
：

５
ｍ
ｍ

雨
粒
の
個
数
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１
㎡

/ｓ
で
４
０
０
粒

雨
の
落
下
速
度
：
６

.２
ｍ

/ｓ
人
の
身
長
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１
７
０
ｃ
ｍ

走
る
速
さ
：

６
.０
ｍ

/ｓ
歩
く
速
さ
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１
.５
ｍ

/ｓ

…
…
…
…
…
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果
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り
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00

21
32

※
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の
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算
方
法
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数
列
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い
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人
の
上
面
：
縦
×
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＝
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目
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の
時
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1粒

3段
目
：

0.
38

9～
0.
48

9ｍ
0粒

4段
目
：

0.
68

9～
0.
78

9ｍ
1粒

5段
目
：

0.
98

9～
1.
08

9ｍ
1粒

6段
目
：

1.
28

9～
1.
38

9ｍ
1粒

7段
目
：

1.
58

9～
1.
68

9ｍ
1粒

8段
目
：

1.
88

9～
1.
98

9ｍ
0粒
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・
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約
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＜
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同
様
に
数
列
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上
面
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あ
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こ
の
数
列
が
約

33
回
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る
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の
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く
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合
と
同
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に
し
て
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と

1,
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と
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が
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こ
の
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繰
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れ
る
の
で
当
た
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雨
粒
の
総
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約
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00
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よ
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歩
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愚
行
で
あ
る
。
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学校設定科目 「探究Ⅱ」 

 

単位数 １単位 対象生徒 第３学年理系 199名 

目標・目的 「基礎科学力を持って自考自成できる国際人の育成」を検証する目的で、３年生理系

生徒全員がグループでの課題研究を行い、その研究成果を日本語ポスター、英語ポス

ターにして発表する。２年次に設定した研究テーマ・研究内容を引き継ぎ、それらに

沿って、校内配備のタブレットを使用し、ポスター作成を行った。生徒の活動として

は、ポスター作成・成果発表会に向けた発表準備・発表練習が主であったが、その中

でも希望のあったグループは７月に追実験を実施した。また１、２年次の「探究基礎」

「探究Ⅰ」、さまざまな授業や事業での学びも本事業へ生かされ、探究活動が実施され

る。 

指導内容 取り組み 

１ オリエンテーション（１ｈ） 

 

 

２ 発表準備（日本語ポスター作成）（５ｈ） 

 

３ 発表練習（１ｈ） 

 

４ 日本語成果発表会（２ｈ） 

 

５ 成果発表会振り返り（１ｈ） 

 

６ 追実験または発表準備（英語ポスター作成）（２ｈ） 

 

 

７ 発表準備（英語ポスター・日本語要旨作成）（５ｈ） 

 

８ 発表練習（２ｈ） 

 

９ 英語成果発表会（２ｈ） 

 

１０ 成果発表会振り返り（１ｈ） 

・ＳＳＨ及び「探究Ⅱ」の目的の確認するととも

に、昨年度の研究の振り返り、日本語ポスターの

構想立てを行った。 

・日本語成果発表会に向けて、日本語ポスターを

作成した。 

・日本語成果発表会に向けて、発表練習を行った。 

 

・研究成果を日本語ポスターにして発表した。 

 

・時習館ＳＳＨルーブリック評価表を用いて、振

り返り・反省を行った。 

・成果発表会を受けて、追実験または英語ポスタ

ー作成を行った。 

 

・成果発表会に向けて、英語ポスターを作成した。 

また、研究成果を日本語の論文にした。 

・英語成果発表会に向けて、発表練習を行った。 

 

・研究成果を英語ポスターにして発表した。 

 

・時習館ＳＳＨルーブリック評価表を用いて、成

果発表会、２年間の探究活動の振り返りを行っ

た。 

 

 

【探究Ⅱの様子】 

    

       

 

 

 

 

 

 

 

追実験          日本語成果発表会        英語成果発表会 
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